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研究成果の概要（和文）：痛みに対する医学的コントロールの効果について，その判断には幼児から大人まで発
達差がそれほど見られないが，非科学的コントロールの効果についての判断は小中学生と比較して幼児や大人が
より高く見積もるU字型の発達傾向が，心理的コントロールについては幼児や小中学生より大人が高く見積もる
傾向が示された。痛みの諸表現の発達については，非言語的表現は1歳から主要な痛み表現であり続けるが，痛
いとの言語表現は1歳前半から出現し， 2歳後半以降，主要な痛み表現の1つとなることが示された。痛む部位に
関する言語表現は１歳前半では皆無だが，２歳後半まで増加し続け,その後は変化が少ないことが示された。

研究成果の概要（英文）：Although there were few developmental differences in their judgements of the
 effectiveness of medical controls for pain, there was a U-shaped developmental tendency in that 
young children and adults  estimated the effectiveness of non-scientific controls more highly than 
primary and secondary school children. The judgment of the effects of psychological control tended 
to be higher in adults than young children,  primary and junior high school students. Regarding the 
development of various expressions of pain, non-verbal expressions continued to be the main pain 
expression from the age of one year, while verbal expressions of pain appeared in the first half of 
the first year and became one of the main pain expressions from the second half of the second year 
onwards. Verbal expressions about the site of pain were absent in the first half of the first year 
of life, but continued to increase until the second half of the second year of life, after which 
they showed little change.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 認知発達　素朴生物学　痛みの理解　痛みの表現　科学と魔術

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，これまで十分に明らかにされていなかった幼児期から大人までの痛みの因果理解の生涯
発達過程，痛みに関する表現の発達過程の解明につながる知見を示したことに加え，近年，注目されている科学
的理解と非科学的理解の関係性（e.g., 外山,2015）を解明するうえでも重要な知見を示した点にある。本研究
の社会的意義は，これらの知見が小児医療や学校保健現場での子どもの痛みに関する表現や理解の支援のあり方
を考える上での基盤になる点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

（１）社会的背景：子どもは言語・認知能力が発達途上にあるため、痛みに関する表現や理解

を支援することは小児医療や学校保健での大きな課題となっている。これらの課題に対応して

いくためには、痛みに関する子どもの理解・表現、その発達についての基礎的資料を得ることが

不可欠である。 

（２）学術的背景：近年の認知発達研究の視点から、5，6歳の幼児でも痛みの因果理解につい

て，ある程度洗練された理解を有することが示唆される（e.g., Taplin, et al., 1999)。しか

しながら、痛みの理解や表現に関して、その後の実証研究の進展はわずかであり(e.g., 中島・

小畑, 2016；中島, 2017；Eilam & Mattatia, 2014)、解決すべき課題は山積している。特に痛

みの理解に関するこれまでの発達研究は、大人の考え方は子どもと比較して合理的・科学的なも

のという前提のもとでなされ、特に年長者のデータは不足している。幼児期から大人までの痛み

の因果理解を生涯発達的に検討することは、近年，注目されている概念発達における科学的理解

と非科学的理解の関係性（e.g., 外山,2015）を解明するうえでも重要な位置を占める。 

 

２．研究の目的 

（１）病気やケガに伴う痛みの因果理解について、幼児期から大人に至るまでの発達過程を検討

する。具体的には、これまでの主たる検討対象であった痛みの原因理解に加えて、痛みのコント

ロールおよびコーピングの理解も検討対象に加え、痛みの生起やコントロールにかかわる因果

理解の生涯発達過程を明らかにする。分析の焦点は、非科学的理解から科学的理解への移行とい

った伝統的発達観に一致するような形で発達的変化がみられるか、それとも両者が共存しつつ

発達的変化を示すといった別パタンがみられるか、という点である。 

（２）痛みに関する言語表現の正確な理解や表出はいつごろから可能かを検討する。具体的には、

痛みの種類、部位、生起原因、生起状況等に関する言語表現について、正確に理解・表出できる

発達的時期を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）目的（１）に関する方法の概要：幼児，小学生、中学生、大学生、を対象とした。対象

者の発達年齢に応じて，個別面接法や質問紙調査法のどちらかを採用し，身体内部痛（腹痛、喉

頭痛など）、身体外部痛（膝痛、指痛など）について、痛みのコントロールの理解を問う質問を

複数実施し，分析を行った。扱った痛みのコントロールの種類は，医学的コントロール（薬の内

服や塗布）、心理的コントロール（行動面，認知面，他者によるサポート）、非科学的コントロー

ル（おまじない）であった。質問例：「痛いの痛いのとんでいけとつぶやくと指の痛みがよくな

りますか？どの程度よくなりますか？ 」 

（２）目的（２）に関する方法の概要： 質問紙調査により，1歳から９歳の長子を有する母親を

対象に、自分の子どもの痛みの諸表現，具体的には，痛みの部位、種類、生起原因、生起状況等

の表現の有無や頻度について尋ね，分析を行った。 

 

４．研究成果 

＜目的（１）痛みの因果理解の発達―痛みのコントロールに焦点を当てて＞ 



（１） 69 名の小４、75 名の小６、82 名の成人を対象に、痛みあるいは痛み以外の症状（指の

腫れ，便秘等）を示す人物が登場する物語を示し、７つの緩和法（服薬 1，塗薬 1,心理３［認

知面，行動面，他者によるサポート］、おまじない１、コントロール項目１）の効果について評

定（4 件法）することを求めた。その結果、以下の諸点が示された。①小学生も大学生と同様

に、３つの心理的緩和法および塗薬は、痛み以外の症状より痛みに対して効果的だと理解して

いた。②ただし①について、小 6 児童は、小 4 児童および大学生と理解の仕方が多少異なり、

心理的緩和法は痛みとその他の症状に対して同程度に作用すると考える場合が多い傾向がみ

られた（統計的には有意ではなかった）。③大学生は、おまじないは痛みおよびその他の症状を

和らげる効果があると理解する傾向が見られたが，小学生にはそのような傾向はみられなかっ

た。④小学生も大学生と同様に薬（服薬および塗布）はその他の方法より、痛みおよびその他

の症状をやわらげるのに効果的だと理解していた。 

（２） （１）の結果から，大学生は小４、小６児童と比較すると、おまじないは痛みを和らげ

る効果があると考える傾向が強いことが示された。こうした大学生の傾向は、痛みを感じる人

物が大人か子どもかによって相違があるかどうかを検討することを目的として実験を実施し

た。大学生 24 名を対象に、痛みあるいはそれ以外の症状を示す人物が登場する物語を示し、

７つの緩和法（服薬 1，塗薬 1,心理３［認知面，行動面，他者によるサポート］、おまじない

１、コントロール項目１）の効果について評定（7 件法）することを求めた。さらに、おまじ

ないに効果があると考える理由、小さい子どもに対しておまじないを唱える理由についても自

由記述を求めた。その結果、大学生は、痛みを感じる登場人物が大人よりも子どもの場合の方

が、おまじないの効果があると信じやすいことが示された。こうしたことは痛み以外の症状に

はみられなかった。またおまじないの効果の理由として、言霊や願いの強さといった非科学的

な説明の他、自己暗示やプラセボ効果といった科学的・心理学的用語を使用しての説明が多数

見られた。また子どもに対しておまじないを唱える理由として、子どもの暗示へのかかりやす

さ、おまじないへの信じやすさ、知識の欠如などが挙げられた。 

（３） 痛みのコントロールの理解の生涯発達過程の検討のために，幼児 13 名，大学生 12 名

にに対しては個別面接調査を，小４・35 名，小６・28 名，中３・48 名に対してはオンライン

による質問紙調査を実施し分析を行った。半分の対象者には，痛みを示す人物が登場する物語

を２種類，残り半分の対象者には痛み以外の症状を示す人物が登場する物語を２種類示した。

それぞれの人物が示す痛みあるいはその他の症状に対する，７つの緩和法（服薬 1，塗薬 1,心

理３［認知面，行動面，他者によるサポート］、おまじない１、コントロール項目１）の効果に

ついて評定（小学生以上は 7件法，幼児は５件法）することを求めた。なお，各緩和法につい

て少なくも一人の人物に対して効果があるとの評定（７件法では５点以上，５件法では４点以

上）をした対象者の人数を算出し，結果の分析に用いた。その結果、以下の諸点が示された。

①コントロール項目について，幼児を含めどの学年でも，ほとんどの者が痛みおよびその他の

症状に対して効果がないと考えていることが示された。②服薬および塗薬について，幼児を含

めどの学年でも，ほとんどの者が痛みおよびその他の症状に対して効果があると考えているこ

とが示された。③３つの心理的緩和法およびおまじないについて，全体的な傾向としてその他

の症状より痛みに対して，より効果的だと考える場合が多いことが示された。④③について，

どの項目においても大学生でその傾向が最も強くみられた。⑤痛みに対するおまじないの緩和

効果があると考えるものの割合は幼児と大学生で他の年齢群より多く，小４〜中３では相違が

ほとんどなかった。⑥痛みに対する心理的緩和法の効果があると考える者の割合は，どの項目

でも大学生が最も多く小４が最も少なかった。以上から，非科学的および心理的緩和法が痛み



に対して効果的だと考える傾向は，特に大学生において強く見られることが示唆される。 

＜目的（２）痛みの言語表現の発達＞ 

（４） 1 歳から９歳の長子を有する母親 627 名を対象に、痛みの諸表現についてその頻度を

5 段階（1 全くない 2 ほとんどない 3 たまにある 4 ときどきある 5 よくある）で評定してもら

った。下記カッコ内の%は，３〜５を選んだ対象者の割合である。1 歳から 2 歳前半までは,主

な痛みの表現方法は「泣いたり叫んだり (1 歳前半 91%，2 歳前半 77%)」「顔の表情（1歳前半

89％，2 歳前半 63％）」「痛む部位を指したり触わる（1 歳前半 66％，2 歳前半 73％）」といっ

た非言語的表現である。「泣いたり叫んだり」 は 4歳ころから徐々に減少するが（7〜9 歳時に

は 38%に減少）が，それ以外の非言語的表現は変化が少なく主要な痛み表現であり続ける。「痛

いと言葉で表す」は 1 歳前半（17.1%）からみられるが，2 歳後半(91.3%)まで増加し続け，そ

れ以降変化が少なく主要な痛み表現の 1 つとなる。部位に関する言語的表現(「痛む部位の場

所を指示する言葉」「痛む部位の名称」）は１歳前半では皆無だが，２歳後半(順番に 76%,69%)

まで増加し続け,その後は変化が少ない。なお部位表現の正確さについては，年齢に関係なく

高く評価された（４段階中，3.1〜3.4 の範囲）。痛みに関わる詳細表現は，１歳前半は皆無で

あるが，｢痛みの程度｣｢原因｣｢発症時期・経緯｣といった言語表現は４歳ころまで（順番に 85%，

65%，61%），｢オノマトペを用いた表現｣は５歳くらいまで(58%)増加し続け，その後は変化が少

ない。｢比喩表現｣は全体的に少ないが，６歳になると増加し(32%)，その後変化がない。一般的

な小児看護のテキストの記述と比較すると、各項目の出現順序には大きな相違はないが，出現

時期は早い傾向がみられる。 
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